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平成２９年第７回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日  平成 29 年 7 月 11 日（火）午前 9 時 30 分 

開 会 場 所 八代小学校 

開会の日時・宣告者 平成 29 年 7 月 11 日（火）午前 9 時 30 分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 平成 29 年 7 月 11 日（火）午前 11 時 55 分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏    名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山  西  実 出 席 教 育 委 員 前 田 一 郎 出 席 

職務代理者 中 根 政 美 出 席 教 育 委 員 満 木 信 吉 出 席 

教 育 委 員  尾島 紗緒里 出 席 教 育 委 員 齊 藤 一 夫 出 席 

 書 記：木 村 博・大 越 歩 美 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 次 長 小 森 谷 進 八代小学校養護教諭 池田 のぞみ 

総 務 課 長 関 根 一 勝 八代小学校栄養士 矢島 由嘉子 

学校教育課長  森  祥  一   

社会教育課長  尾  崎  武   

スポーツ振興課長 関 根 智 裕   

吉田幼稚園長  藤 沼 光 市   

八代小学校長 鈴 木 美 江   

八代小学校教務主任 佐久間 賢一郎   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前 9 時 30 分 

 

 

日程第１ 

 八代小学校の運営

状況等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 開会を宣する。 

 

 

八代小学校長 

 八代小学校の運営状況等について、資料により説明する。 

≪質疑≫  

満木委員 

 プリント学習を行っているということだが、教材の選考基

準は何か。 

八代小学校長 

 何度も学び直しができるということが一つのポイントで

ある。また、学習指導要領の教えるべき内容を的確にテスト

の内容に盛り込んでいるということが主な基準である。 

 教科書を教えるのではなく、教科書で教えることを目的と

している。 

満木委員 

 基礎基本の反復継続によって、成果が出たということをお

っしゃっていたが、どの程度で成果がでたか。 

八代小学校長 

昨年度、反復学習を始めて今年度成果が出てき始めてい

る。教員の努力以上の成果がでているように思う。 

満木委員 

大変素晴らしい。ぜひ幸手市全体で行ってほしい。 

斉藤委員 

 児童の体力や学力が向上しており、大変うれしく思う。今

後やっていきたいことや課題があれば教えていただきたい。 

八代小学校長 

 基礎基本の反復継続によって、力はついてきていると感じ

ているため、これからも行っていく。しかし、昨年度反復継

続を行っていても、思考力や判断力、表現力は身につかなか

ったため、それらを身につけさせることが課題である。今年

度は他の問題で解けるようになるかということを検証して

いく。 

前田委員 

 学力向上にとても力を入れているように感じた。市内小中
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日程第２ 

協議事項 

今後の健康教育につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の話を今まで聞いてきたが、八代小学校のように学力テ

ストをコピーし何度も復習するというのは初めて聞いた。繰

り返し行うことが重要だと考える。ぜひ成果がでたら、幸手

市全体で行えるようなシステムを作っていただきたい。 

尾島委員 

 少人数ならではの、キメ細やかな指導であり学習方法だと

感じた。今後も子どもたちのことをよろしくお願いしたい。 

中根職務代理者 

 熱心な取り組みだと感じた。やれることは全て取り組みな

がら、八代小学校のスタンダードをつくろうとしている印象

を受けた。また、家庭学習の連携が素晴らしいと感じた。家

庭学習は学力の基礎だと思うので、大変素晴らしい。また宿

題強化週間によって、きちんと取り組もうという意識が定着

していると感じる。今後もよろしくお願いしたい。 

 

 

教育長 

今後の健康教育について、協議を進めて参りたい。 

八代小学校教務主任、養護教諭、学校栄養士 

協議資料により説明する。 

≪質疑≫ 

満木委員 

 スマートフォンや携帯ゲームの使用時間を短くし、読書時

間を長くする、また、早寝早起き朝ごはんというのは家庭に

おいて重要である。先生方の負担のない範囲でよいので、そ

れを学校でチェックするシステムをつくってほしい。 

養護教諭 

 月の 1 週目に生活リズムチェック週間を設定し、その中で

スマートフォンやゲーム、テレビの視聴時間をチェックして

いる。また、メディアアンケートをつくり、児童と保護者の

両方に記入していただいている。また、夏休み前にはメディ

アに関する特別授業を行っている。 

満木委員 

 以前、ちょうどヤクルトの方がいらしたとき、八代小学校

に訪問させていただいた。そのとき、朝ごはんを今日食べて

きた子と聞き、手をあげさせたことがあった。そのように、

手を上げさせることは先生方にとってあまり負担にならな

いと思うので、毎日行い、児童にルールに直面する機会をつ
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くってほしい。子どもたちにルールを植え付けることを月に

一度ではなく、何日かに一度行ってほしい。 

養護教諭 

 学校保健会でも確認していきたい。 

齊藤委員 

 スポーツ少年団に所属している子が少ないことに悩んで

いる。八代小学校は体力がある児童が多く在籍しているの

に、スポーツ少年団に所属しない児童が多いのはなぜなの

か。スポーツ少年団ではなく、学校でスポーツをおこなって

いるのか。 

八代小学校教務主任 

 クラブ活動の時間が年 20 回設けられていて、そこでスポ

ーツを行っている児童もいる。 

齊藤委員 

 スポーツに関して、一般の方で教えてくださる方がいるの

か。 

教務主任 

 学校応援団に所属し、教えてくださる方がいらっしゃる。 

教育長 

 健康教育日本一になるためには、学校の取り組みと、その

成果として児童がどれだけ達成しているかがポイントに加

わるのか。 

八代小学校長 

 健康教育日本一になるための審査基準はわからないが、健

康教育というものは、学校保健と食に関する指導、安全教育

すべてまとめて健康教育になるので、どれかひとつだけ突出

していてもだめである。八代小はすべてにおいて充実してい

たため、日本一になれたのだと考える。 

尾島委員 

 親子就学時検診で、子どもの検診を親子で受けられるの

は、親として子どもの成長や健康を再確認するという意味で

良いと思った。 

前田委員 

 八代は地域に根ざした学校であり、地域で育てる学校なの

だと感じた。 

 ひとつ質問がある。秋の運動会というのは学校が主催では

なく、地域が主催なのか 

八代小学校長 
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日程第３ 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

日程第４ 

体育協会が主催で、学校は共催である。実行委員会をつく

り、運営するのは実行委員会が行う。メンバーは区長、民生

委員、学校、体育協会、ＰＴＡ等である。 

教育長 

市内では、権現堂川小や吉田小も地域と共同で運動会を開

催している。八代小は 3 年前から、地域と共同で運動会を開

催している。 

しかし、運動会は競技や演技だけでなく、自分たちで運営

することを通し、自主性や自発性のほか、上級生に進級した

自覚をもたせるなど体力以外の目的もある。そのため、八代

小学校では春に学校単体で運動会を行い、秋に地域と共同で

開催している。 

前田委員 

 権現堂川小と吉田小も運動会は年 2 回行っているのか。 

教育長 

 年 2 回は八代小だけである。権現堂川小や吉田小は秋だけ

である。 

齊藤委員 

 吉田小の場合、学校の運動会は 13 時 30 分までで、終わっ

た後、地域の運動会となる。 

八代小学校長 

 2 回目に関しては吉田小と同じで午後から共同という形で

ある。 

中根職務代理者 

 学校が地域に本当に愛されていると感じた。運動会につい

て、児童が在籍していない家庭も協力的ということがとても

素晴らしいと思った。 

 また、学校安全の推進についてだが、事故を防ぐことに関

する取り組みを今後も継続していただきたい。 

 

 

教育長 

 前回会議録の内容について質問を求める。 

≪質疑≫ 質疑なし。 

≪承認≫ 全員異議なく承認。 

 

 

社会教育課長 
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議  事 

議案第２０号 

幸手市社会教育委員の

委嘱について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第５ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

 幸手市社会教育委員の委嘱について議案書により説明す

る。 

≪質疑≫  

満木委員 

 社会教育委員の仕事はなにか。 

社会教育課長 

 社会教育委員とは社会教育法によって規定されている非

常勤特別職である。社会教育に関する立案や教育委員会の諮

問に応じ意見を述べたり、研究調査を行ったりしている。 

教育長 

 具体的にはどのような活動をしているのか。 

社会教育課長 

 平成 27 年に公民館の活性化に関する提言をいただいてい

る。また平成 28 年には「郷土文化や歴史の継承対する提言」

をいただいた。 

 その他にも、研修会や会議を開いたりしている。 

齊藤委員 

 同じ地区の方が何名かいるが、もう少し地区をバラけさ

せ、地域バランスを考えたほうが良かったのではないか。 

教育長 

 専門分野で分けたのだと思う。 

社会教育課長 

 教育長のがおっしゃるとおり専門分野で選出した。今後は

地区についても考えたい。 

前田委員 

 社会教育員の任期は 1 期 2 年だが、再任のなかで長くやっ

ている方は何期くらいやっているのか。 

社会教育課長 

 長い方だと、10 年や 14 年やっている方がいる。 

 ≪採決≫ 全員賛成により原案どおり議決。 

 

 

教育長 

１ 各種教育長会議等 

２ 人事評価に係る校長面接 

３ 講演等 

 について資料により説明する。 
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２ 事務局からの 

主要な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総務課長 

 １ 幸手市立小中学校エアコン整備事業について 

 ２ 吉田幼稚園園舎耐震補強工事について 

学校教育課長 

 １ 夏季休業中における幸手市教育委員会主催教職員研

修会 

 ２ 幸手市内小学校林間学校 

 ３ 夏季休業日等 

吉田幼稚園長 

 １ 6 月の行事 

 ２ 7 月の行事予定 

 ３ 歯科健診結果 

社会教育課長 

１ 非行防止街頭キャンペーン(幸手市青少年育成推進

員) 

 ２ 埼葛郡市教職員合同現地研修会(埼葛郡市人権施策推 

進協議会) 

 ３ 東部地区人権教育実践報告会(埼玉県・埼玉県教育委 

員会・幸手市・幸手市教育委員会 他) 

４ 子どもセンターバスツアー(2 回実施) 

社会教育課長（公民館） 

１ 職場体験学習(西中学校) 

２ 埼葛地区公民館連絡協議会総会 

３ 暮らしの折り紙講座 

４ 親子で楽しむフラワーアレンジメント講座 

５ 相続(争族対策)講座 

６ 初心者向けボウリング講座 

７ 男の料理講座 

８ 修繕・工事等 

９ 6 月の利用状況 

社会教育課長（図書館） 

 １ 報告事項 

 ２ 利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書 

 ５ 購入図書リスト 

スポーツ振興課長 
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 １ スポーツ振興課主催事業【カヌー体験】 

２ 市民文化体育館主催事業【ピアノ演奏体験】 

３ 武道館主催事業【チャレンジ BUDO】 

４ 幸手総合公園(海洋センター・さくらふれあい広場)主

催事業【大きなカブトムシをみつけよう】 

５ 報告事項 

について資料により説明する。 

≪質疑≫ 

満木委員 

 教育長報告の人事評価に係る校長面接に関して、学力向上

マネージメントの推進についてとあるが、教育長が各校長に

指導した内容を教えていただきたい。 

教育長 

 4 つの視点から学校での取り組みを依頼している。1 つ目

は日課表の見直しなど学力向上に係る年間にわたる計画で

ある。例えば、読書や基礎学力を養う時間を検討することで

ある。2 つ目は授業内容の見直しである。日々の授業をどの

ように改善していけばいいかを指摘している。3 つ目は、学

校の学習環境を整えることである。学校で、児童・生徒が落

ち着いて学べる環境になっているのかを指摘している。4 つ

目は学校と家庭の連携である。学校は保護者にどのような呼

びかけをしているのかを確認する。これらから、総合的に学

校の施策を捉えていく。できるだけ具体的な数値を用いて指

導・説明することを心がけている。例えば、下位層が多い学

校では、何パーセント底上げすれば全国平均に届くのかなど

といった具体的方策を示すように求めている。 

学校評価についても、12 月の調査で、授業の分かりやすさ

について、学校と家庭で大きな認識の差があったことが分か

った。そこから、本年度は、調査は 1 学期が終わった時点で

行い、2 学期から改善していく体制をとるようにするなど、

学校評価について見直しを行い、学校体制の改善を指導して

いる。 

前田委員 

 昨年度も同じように校長先生を指導していたが、その結果

どうなったか。 

教育長 

 昨年度までは、学力向上策について、学校独自の取り組み

を重視したため、総合的なプログラムを出せなかった。授業
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改善等に数値目標が明確にでていなかったことがある。例え

ば随時とはどの程度かなど具体性が見えないところがあっ

たので改善していくようにしている。 

前田委員 

 今回の面接の結果はいつごろ明確になりそうか。 

教育長 

最初の評価を9月頃に調査結果を求めることにしているの

で、その段階で明確にでると考える。 

前田委員 

 9 月ということは、10 月の教育委員会定例会では報告でき

るのか。 

教育長 

 検討し、集計がまとまりしだい報告したい。 

満木委員 

 図書館や学校において、スマートフォンやゲームに触れる

前に図書に触れる機会を増やしていただきたい。また、図書

館に訪れる子どもが増えるように、図書館行事を多数行って

いると思うが、より図書館行事を増やし、子どもが図書館に

来る環境を考えていただきたい。 

社会教育課長 

 とても大切なことだと考える。今後検討していく。 

前田委員 

 幸手市立小中学校エアコン整備事業についてだが、エアコ

ンは夏だけでなく冬も使用してよいということか。 

総務課長 

 学校長の判断で、使用してもよい。 

前田委員 

 ストーブも使用するのか 

総務課長 

 その予定である。 

前田委員 

 年間にガス代はどの程度になりそうか。 

総務課長 

 年間、プロパンガスと都市ガス合わせて、小中学校合計で

2,500 万円程度と推定している。うちプロパンガスで 600 万

円弱、1,900 万円を都市ガスと見積もっている。 

前田委員 

 都市ガスとプロパンガスではなにか違うものがあるのか。 
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総務課長 

 違いはある。今回プロパンガスは入札で業者を決定した。

結果予定額の約半値となり、1 年間限定だが、立方 200 円と

なった。 

前田委員 

 林間学校に関してだが、各学校の都合もあると思うが、吉

田小と長倉小はなぜ一泊なのか。 

学校教育課長 

 吉田小学校は小規模校のため金額的な負担が大きく、また

長倉小学校は昨年度、特別支援学級の児童が多く在籍してい

る学年であったため一泊で行った。その状況から林間学校は

一泊でも目的は達成できるということで一泊となったと考

える。 

前田委員 

 小規模校は今後一泊になる可能性があるということか。 

学校教育課長 

 その年で変わると思う。小規模校の場合、5,6 年生合同で

行っている学校もあるので、その年の人数によって変わって

くる。今後一泊になるのかは、現時点では分からない。しか

し、日光あたりなら、一泊でも十分子どもたちに体験させら

れることはあるのではないかと思う。 

教育長 

 県の定める校外行事実施基準には二泊三日以内とあるの

で、一泊二日でも問題はない。林間学校における教育的な意

義は社会環境等によって変化してきていると思う。教育課程

の編成権者である校長が総合的に検討し、判断している。自

治体によると修学旅行と林間学校を兼ねて実施していると

ころもある。 

前田委員 

 教育審議会の現在の状況はどうなっているか。 

総務課長 

6 月の審議会について資料により説明する。現時点で、意

見が揃いつつあり、審議内容をまとめ、意見の確認をする段

階に来ているのではないかと感じている。しかし、日程的に

次回 7 月 24 日の教育審議会で結論を出し、臨時会などを開

かない限り、採決するのは難しいと感じている。よって、次

回審議会では、審議会の延長の申し出が出ると思う。今後 3

回、4 回で今後の方針が決まるのではないかと思う。 
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日程第４ 

その他 

１ 次回定例会の 

日程について 

 

 

 

 

２ 幸手市教育委員

会定例会日程変更に

ついて 

 

 

３ 幸手の教育刊行

について 

 

 

４ 次回定例会協議

事項について 

 

 

閉   会 

午前 11 時 55 分 

次回 8月の教育委員会定例会で審議会の方向がどうなるの

かを報告したい。 

中根職務代理者 

 エアコンが設置されて、子どもたちの学習環境がよくなり

うれしく思う。また夏季休業が始まるので、事故について関

係各課で十分注意してほしい。 

 

各委員の意見を確認した結果、8 月の定例会については、

次のとおり決定する。 

第 8 回教育委員会定例会 

日時 平成 29 年 8 月 8 日（火） 

午前 9 時 30 分～ 

場所 海洋センター 

 

 

総務課長 

 幸手市教育委員会定例会日程変更について資料により説

明する。 

 

 

総務課長 

 平成 29 年度幸手の教育を刊行したのでご一読願いたい。 

 

 

次回の協議事項は、教員の勤務状況と夏休みや冬休みなど

年間計画の見直しについてを予定したい。 

 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、ここ

に署名する。 

 

 

               平成２９年 ８月 ８日 

 

 

 

       教  育  長   山西  実    

 

署名 

 

       署 名 委 員   齊藤 一夫   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


